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森雅亮、清水
正樹 

サイトカインストー
ム症候群 

朝倉書店 東京 2022 336-340 

清水正樹 サイトカインスト
ーム症候群の臨床
的特徴 

森雅亮、清水
正樹 

サイトカインストー
ム症候群 

朝倉書店 東京 2022 18-23 

清水正樹 全身性エリテマト
ーデス 

Metripolitan
 Pediatric 
Rheumatolo
gy Confere
nce 

小児リウマチレジデ
ントガイド 

朝倉書店 東京 2022 57-77 

岡本奈美 若年性特発性関節
炎（若年性関節リ
ウマチ） 

福井次矢、高
木誠、小室一
成(編) 

今日の治療指針 私
はこう治療している2
021 

医学書院 東京 2021 1498-1499 

岡本奈美 各論症例コメント 監修：森 雅
亮、武井修治 

若年性特発性関節炎
カナキヌマブ治療の
理論と実際 

メディカル
レビュー社 

大阪 2021 59，61， 
63 

岡本奈美 若年性特発性関節
炎 

津村 弘、三
浦裕正、松田
秀一、岡崎 
賢（編） 

膝関節外科学 南江堂 東京 2021  

岡本奈美 若年発症の脊椎関
節炎 

日 本 脊 椎 関
節炎学会、厚
生 労 働 科 学
研 究 費 補 助
金  難 治 性
疾 患 等 政 策
研 究 事 業  
強 直 性 脊 椎
炎 に 代 表 さ
れ る 脊 椎 関
節 炎 の 疫 学
調査・診断基
準 作 成 と 診
療 ガ イ ド ラ
イ ン 策 定 を
目 指 し た 大
規 模 多 施 設
研究班(編) 

患者さんのための脊
椎関節炎Q & A. 

羊土社 東京 2021 108-112 

大島至郎 関節リウマチの内
科的治療 

大島至郎 実践関節リウマチ診
療 

MEDICAL 
VIEW 

日本 2022 8-13 
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松井利浩 関節リウマチ合併
症の治療 

土屋弘行 / 
紺野 愼一 /
 田中 康仁 
/ 田中 栄 /
 岩崎 倫政 
/ 松田 秀一 

今日の整形外科治療
指針(第8版) 

医学書院 東京 2021 199-202 

梅林宏明、宮前多
佳子、森雅亮.  

多様な患者背景に
対応するために. 
関節型若年性特発
性関節炎の成人移
行期診療 

一 般 社 団 法
人 日 本 リ ウ
マ チ 学 会 編
集. 

関節リウマチ診療ガ
イドライン 2020.  

診断と治療
社 

東京 2021 204-210 

森雅亮.  製剤別分類. ＩL-
β阻害薬 全身型
若年性特発性関節
炎 

藤尾圭志編 生物学的製剤適正使
用ガイド-病態理解に
沿った治療選択-.  

クリニコ出
版 

東京 2021 195-203 

森雅亮, 武井修
治 (監修)  

若年性特発性関節
炎 カナキヌマブ
治療の理論と実際
.  

森 雅 亮 ,  武
井修治(監修
) 

若年性特発性関節炎 
カナキヌマブ治療の
理論と実際 

メディカル
レビュー社 

大阪 2021 1-107 

森雅亮 特殊病態下におけ
る抗菌療法 b.小
児患者 Chapter2.
抗微生物薬 

日 本 化 学 療
法 学 会 抗 菌
化 学 療 法 認
定 薬 剤 師 認
定 委 員 会  
編集 

抗菌化学療法認定薬
剤師テキスト改訂版~
薬剤師が知っておき
たい感染症と抗菌化
学療法~ 

公益社団法
人日本化学
療法学会 

東京 2021 139-144 

森雅亮 侵襲性カンジダ症
に帯するマネジメ
ントのための臨床
実践ガイドライン 

一 般 社 団 法
人 日 本 医 真
菌 学 会 侵 襲
性 カ ン ジ ダ
症 に 対 す る
マ ネ ジ メ ン
ト の た め の
臨 床 実 践 ガ
イ ド ラ イ ン
作成委員会 

侵襲性カンジダ症に
帯するマネジメント
のための臨床実践ガ
イドライン 

一般社団法
人日本医真

菌学会 

東京 2021 96-104 

森雅亮 関節リウマチ、慢
性関節疾患および
骨壊死症 

土屋弘行、紺
野愼一、田中
康仁、田中 
栄、 岩崎倫
政、 松田秀
一 編 

今日の整形外科治療
指針第8版 

医学書院 東京 2021 208-210 

森雅亮 第2部ライフステ
ージ別の患者支援 

  メディカルスタッフ
のためのライフステ
ージに応じた関節リ
ウマチ患者支援ガイ
ド 

羊土社 東京 2021 65-78 

森雅亮 Ⅳ急性期治療  
8.血漿交換 

日 本 川 崎 病
学会編集  

川崎病学改訂第2版  診断と治療
社 

東京 2021 149-152 
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学会発表 

発表者氏名 演題名 学会名 
Matsui T, Sugiyama N, 
Kawaguchi A, 
Toyoizumi S, 
Matsuyama F, Murata T, 
Urata Y, Kawahata K, 
Tohma S 

Incidence of malignancies in Japanese patients 
with rheumatoid arthritis: data from a large 
Japanese national registry 

EULAR2021 

Tsuno H, Tanaka N, 
Ohashi S, Iwasawa M, 
Matsui T, Fukui N 

A comprehensive proteomic analysis of the 
factors released from osteoarthritic cartilage by 
mechanical loading 

23rd Asia-Pasific League of 
Associations for Rheumatology 
Congress.  

Masaki Shimizu Precision Medicine in SLE 16th Congress of Asian Society for 
Pediatric Research 

矢嶋宣幸,松井利浩,村
島温子,房間美恵,杉山 
隆夫,當間重人 

2018NinJa データベースを用いた RA 患者の
妊娠希望者に対する治療実態ならびに出産状
況 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

辻成佳,礒田健太郎,野
口貴明,大島至郎,橋本 
淳,松井利浩,當間重人 

NinJa2019 における関節リウマチ患者の栄養
状態についての考察 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

大坪秀雄,松井利浩,當
間重人 

NinJa2019 における内科医担当と整形外科医
担当による患者状況の差異の検討 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

⻄川卓治,島根謙一,小
田彩,内田嘉雄,眞野 洋
彰,松井利浩,田中 栄,
⻄野仁樹,當間重人 

NinJa2019 を用いた、アダリムマブおよびゴ
リムマブ使用関節リウマチ患者における
MTX 非併用例の検討 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

岡元啓太,梶山浩,松井 
利浩,當間重人,三村 俊
英 

NinJa2019 を用いた腎機能別 JAK 阻害剤使用
状況と臨床的特徴の解析 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

金子敦史,松井利浩,森 
尚太郎,浅井信之,服部 
陽介,佐藤智太郎,片山 
雅夫,當間重人 

NinJa2019 を利用した本邦の RA に対する
csDMARD（単剤療法・併用療法）の使用状況
と最近の傾向 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

金子敦史,松井利浩,森 
尚太郎,浅井信之,服部 
陽介,佐藤智太郎,片山 
雅夫,當間重人 

NinJa2019 を利用した本邦の RA に対する各
種生物学的製剤・JAK 阻害薬の増量・減量の
実態調査 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

金子敦史,松井利浩,森 
尚太郎,浅井信之,服部 
陽介,佐藤智太郎,片山 
雅夫,當間重人 

NinJa2019 を利用した本邦の関節リウマチ患
者の死因分析（第 16 報） 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

梶山浩,岡元啓太,松井 
利浩,當間重人,三村 俊
英 

NinJa209 を用いた腎機能別生物学的製剤の
使用状況と臨床的特徴の解析 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 
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末永康夫,鳥越雅隆,玉
川兼志,木村大作,松井 
利浩,當間重人 

NinJa における費用および効果の分析年次報
告 2019 〜費用減少，費用対効果は改善継続
〜 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

髙樋康一郎,金城聖一,
松井利浩,當間重人 

RA 実臨床における生物学的製剤・低分子化
合物の使い分け −NinJa database より 第
2 報− 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

大島至郎 関節リウマチにおける IgG 糖鎖異常の解析 第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

沢田哲治,⻄山進,松井 
利浩,當間重人 

クラスター分析による活動性関節リウマチの
罹患関節分布類型化と関節指数ベクトルを用
いた解析−NinJa2019 に基づく解析 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

松井利浩,浦田幸朋, 川
畑仁人,川人豊,小嶋雅
代,佐浦隆一,杉原毅彦, 
島原範芳,辻村美保,中
原 英 子 , 橋 本 淳 , 橋 本
求,房間美恵,宮前多佳
子 , 村 島 温 子 , 森 雅 亮 , 
矢嶋宣幸 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査 ライフ
ステージに応じた関節リウマチ患者支援ガイ
ド作成に向けて 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

中原英子,矢嶋宣幸,房
間美恵,辻村美保,島原
範芳,佐浦隆一,松井 利
浩 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査〜3 職種
の関節リウマチ患者支援の現状と課題の比較
〜 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

松井利浩,浦田幸朋,川
畑仁人,川人豊,小嶋 雅
代,佐浦隆一,杉原 毅
彦,島原範芳,辻村 美
保,中原英子,橋本 淳,
橋本求,房間美恵,宮前
多佳子,村島温子,森雅
亮,矢嶋宣幸 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査〜ライフ
ステージに応じた関節リウマチ患者支援ガイ
ド作成に向けて〜 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

房間美恵,矢嶋宣幸,中
原英子,松井利浩 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査〜看護師
による関節リウマチ患者支援の現状と課題〜 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

辻村美保,矢嶋宣幸,松
井利浩 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査〜薬剤師
による関節リウマチ患者支援の現状と課題〜 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

島原範芳,佐浦隆一,矢
嶋宣幸,松井利浩 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査−リハビ
リテーション関連職による関節リウマチ患者
支援の現状と課題− 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

松井利浩 リウマチ性疾患における New Normal とは？ 第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 
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謝花幸祐,松井利浩,當
間重人,森雅亮 

移行期・成人期の少・多関節炎若年性特発性
関節炎と若年関節リウマチ患者の診療実態の
相違点−CoNinJa と NinJa を用いた解析− 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

岡笑美,古川宏,島田 浩
太,岡本享,橋本篤,小宮
明子,税所幸一郎,吉川
教恵,片山雅夫,松井利
浩,福井尚志,右田清志,
當間重人 

関節リウマチに伴う間質性肺病変に関連する
IgA-抗シトルリン化ペプチド抗体 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

増田公男,池中達央,松
井利浩,當間重人 

関節リウマチ患者において発症年齢が予後に
及ぼす影響の解析 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

吉川卓宏,松井聖,松井 
利浩,當間重人 

関節リウマチ患者における疾患活動性と
Systemic immune-inflammation index の関係
について（NinJa2019 データベースを用いて） 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

岡笑美,古川宏,島田浩
太,橋本篤,松井利浩,當
間重人 

関節リウマチ患者の抗 SARS-CoV-2 抗体 第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

梅林宏明 関節型若年性特発性関節炎（JIA）と関節リウ
マチ（RA）の病態・治療ターゲットの違いは
何か？  

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

松井利浩 関節型若年性特発性関節炎（JIA）の⻑期予後
について分かっていることは何か？ 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

清水正樹 自然免疫が関連する炎症性疾患 全身型若年
性特発性関節炎 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

児玉華子,澤田崇幸,矢
野裕介,野木真一,津野 
宏隆,荻原秀樹,小宮明
子,松井利浩 
  

重症病態を呈した医原性免疫不全関連リンパ
増殖性疾患（IID-LPD）に対し，化学療法を
施行せず，中等量以上のステロイドを中心と
した加療で救命できた 2 例 

第 65 回日本リウマチ学会総会・ 
学術集会 

川邊智宏,今川智之, 伊
藤秀一,岩田直美, 森雅
亮,中岸保夫,⻄村謙一,
岡本奈美,武井修治,冨
板美奈子,梅林宏明,山
崎雄一,宮前多佳子 

小児期発症リウマチ性疾患 トシリズマブの
全身型若年性特発性関節炎に対する第 II/III
相試験⻑期予後追跡調査研究結果【中間報
告】 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

謝花幸祐,松井利浩, 當
間重人,森雅亮 

小児期発症リウマチ性疾患 移行期・成人期
の少・多関節炎若年性特発性関節炎と若年関
節リウマチ患者の診療実態の相違点 
CoNinJa と NinJa を用いた解析 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

山崎晋,真保麻実,阿久
津裕子,清水正樹,森雅
亮 

小児期発症リウマチ性疾患 若年性特発性関
節炎に対するタクロリムスの有効性と安全性
に関する後方視的検討 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 
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井上祐三朗,梅林宏明,
松井利浩,⻄山進,宮前
多佳子,森雅亮 

小児発症リウマチ性疾患患者の自立評価指標
の確立 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

近藤文彬,杉原毅彦, 梅
澤夏佳,⻑⾕川久紀, 細
矢匡,木村直樹,溝口史
高,森雅亮,保田晋助 

成人スチル病の治療 治療導入初期の成人発
症 Still 病に対する副腎皮質ステロイド療法
における治療反応不良因子の検討 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

矢野裕介,荻原秀樹,津
野 宏隆,松井利浩,野木
真一,児玉華子,小宮明
子 

成人発症スチル病様の経過を辿り，両側大腿
神経麻痺を発症した高安動脈炎の一例 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

野木真一,澤田崇幸,堀
江孝一郎,児玉華子,岩
田香奈子,津野 宏隆,荻
原秀樹,小宮 明子,松井
利浩 

早期トシリズマブ併用にて大血管狭窄，壁肥
厚の可逆的改善を画像的に確認できた大動脈
症候群の一例 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

⻄山進,沢田哲治,相田
哲史,吉永泰彦,⻄野仁
樹,松井利浩,當間重人 

大関節優位の関節リウマチ患者は治療困難
（Difficult to Treat: D2T）である 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

水島万智子,川畑仁人,
大岡正道,永渕裕子,山
崎和子,櫻井恵一,浦田
幸朋,松井利浩 

大規模データベース（NinJa）を用いた悪性
腫瘍合併関節リウマチの診療の実態調査 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

井上祐三朗,梅林宏明, 
松井利浩,⻄山進,宮前
多佳子,森雅亮 

妊娠・移行期医療 小児発症リウマチ性疾患
患者の自立評価指標の確立 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

富永晃都,矢野裕介,児
玉華子,野木真一,津野
宏隆,荻原秀樹,松井利
浩 

皮膚筋炎，多発性筋炎に血栓性微小血管障害
症（TMA）を合併した 2 例 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

津野宏隆,田中信帆,大
橋暁,岩澤三康,古川宏,
松井利浩,福井尚志 

変形性関節症に罹患した軟骨より荷重によっ
て遊離する因子と滑膜における疼痛発生との
関連の検討 

第 65 回日本リウマチ学会総会・
学術集会 

保志ゆりか,真保麻実, 
山崎晋,清水正樹,森尾
友宏,森雅亮 

Lupus myositis を呈した小児全身性エリテマ
トーデスの 1 例 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 

清 水 正 樹 , 真 保 麻 実 , 
阿 久 津 裕 子 , 山 崎 晋 , 
山 口 玲 子 , 瀬 川 裕 子 , 
森尾友宏, 森雅亮 

化膿性恥骨結合炎を合併した小児全身性エリ
テマトーデスの 1 例 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 

山崎晋, 真保麻実, 阿
久 津 裕 子 , 清 水 正 樹 , 
森尾友宏, 森雅亮 

多発性骨壊死を合併した XXX 症候群の全身
性エリテマトーデスの 1 例 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 
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安村純子,森雅亮 若年性特発性関節炎関連ぶどう膜炎 第 124 回日本小児科学会学術集
会 

坂川由里歌,阿久津 裕
子,真保麻実,山崎晋,清
水正樹,森尾友宏,森雅
亮 

川崎病性関節炎と全身型若年性特発性関節炎
の鑑別に苦慮した一例 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 

岡本奈美 多剤併用療法が奏功した抗 MDA5 抗体陽性
若年性皮膚筋炎の一例． 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 

田辺雄次郎,楢崎秀彦, 
伊藤保彦 

反復性を認めたマイコプラズマ関連反応性股
関節炎の 1 例 

第 124 回日本小児科学会学術集
会 

松井利浩 「関節リウマチ診療ガイドライン 2020」と
「メディカルスタッフのためのライフステー
ジに応じた関節リウマチ患者支援ガイド」に
みる移行支援 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

元永裕生,山崎和子, 森
翔,柏⼾桃子,林祐子,吉
岡耕平,中村幸嗣, 森雅
亮 

IgG2 欠損症を合併したシェーグレン症候群
の女児例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

⻄山進 イブニングシンポジウム:JCR2021 移行支援
シンポジウム「小児リウマチ患者のための移
行期におけるクリニカルクエスチョン」報告 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

吉岡耕平,山崎和子, 元
永裕生,森翔,柏⼾桃子,
林祐子, 毛利万里子,小
森学, 河越龍方, 森雅
亮 

インフリキシマブが有効であった非典型
Cogan 症候群の一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

水田麻雄,井上なつみ,
清水正樹,横山忠史、作
村直人,⿊田梨絵,伊川
泰広,杉本直俊,⾕内江
昭宏,和田泰三 

サイトカイン持続注入による新規 MAS モデ
ルマウスの確立 MAS 病態における IL-
18/IL-1βの役割の検討 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

田辺雄次郎, 山⻄愼吾, 
楢 崎 秀 彦 , 磯 部 光 章 , 
伊藤保彦 

シェーグレン症候群に高安動脈炎を合併した
一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

林祐子, 石川健, 及川
慶介, 和田泰格, 遠藤
幹也, 元永裕生, 森翔, 
柏⼾桃子, 毛利万里子, 
吉 岡 耕 平 , 山 崎 和 子 , 
高松漂太, 森雅亮, 赤
坂真奈美 

ネフローゼ症候群、SLE 様病態を呈し、ベ
リムマブを導入したリジン尿性蛋白不耐症の
一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 



─ 42 ─

佐藤幸一郎, ⻄田 豊, 
山田諭, 井上貴晴, 八
木久子, 真保麻美, 清
水正樹, 森 雅亮, 森尾
友宏, 滝沢琢己 

ベーチェット病との鑑別に苦慮した ADA2
欠損症の 1 例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

金子修也, 伊良部 仁, 
真保麻実, 山崎 晋, 清
水正樹, 金森 透, 宇田
川智宏, 森尾友宏, 森
雅亮 

めまい・難聴を初発症状とし多彩な臓器合併
症を呈した全身性エリテマトーデスの一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

伊 良 部 仁 , 真 保 麻 実 , 
金子修也, 山崎晋, 清
水正樹, 根本千裕, 平
本龍吾, 森雅亮 

抗 NXP-2 抗体陽性若年性皮膚筋炎の 1 例 第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

山崎晋, 金子修也, 伊
良部仁, 真保麻実, 阿
久 津 裕 子 , 清 水 正 樹 , 
森雅亮 

若年性脊椎関節炎の治療経過中にクローン病
と骨髄異形成症候群を合併した 1 例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

真 保 麻 実 , 金 子 修 也 , 
伊良部仁, 阿久津裕子, 
山 崎 晋 , 毛 利 万 里 子 , 
清水正樹, 森 雅亮 

若年性皮膚筋炎の皮膚症状に対してヒドロキ
シクロロキンが有効であった 2 例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

森翔, 米野翔太, 花木
良, 大橋啓之, 三⾕義
英, 元永裕生, 柏⼾桃
子, 林祐子, 毛利万里
子, 吉岡耕平, 山崎和
子, 森雅亮, 平山雅浩 

周期性発熱に続いて発症した大動脈炎、腎動
脈狭窄に対して tocilizumab が著効した 3 歳
男児例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

梅林宏明 小児リウマチ性疾患における成人移行支援の
実態と今後の課題について 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

清水正樹 小児リウマチ性疾患に対する JAK 阻害薬の
適応と可能性 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

清 水 正 樹 , ⻄ 村 謙 一 , 
岩 田 直 美 , 八 角 高 裕 , 
梅 林 宏 明 , 中 岸 保 夫 , 
大 倉 有 加 , 岡 本 奈 美 , 
金 城 紀 子 , 水 田 麻 雄 , 
八 代 将 登 , 安 村 純 子 , 
脇口宏之, 久保田知洋, 
毛利万里子, 森 雅亮 

全身型若年性特発性関節炎に合併したマクロ
ファージ活性化症候群に対する治療 
Dexamethasone palmitate の有用性 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

太田悠佳, 田辺雄次郎, 
築 野 香 苗 , 山 ⻄ 慎 吾 , 
楢崎秀彦, 伊藤保彦 

全身型若年性特発性関節炎を発症した 21 ト
リソミーの一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 
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金 子 修 也 , 伊 良 部 仁 , 
真保麻実, 山崎晋, 清
水正樹, 森雅亮 

非定型皮疹を呈した全身型若年性特発性関節
炎の一例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

相 馬 健 人 , 藤 村 順 也 , 
清水正樹, 宇保早希子, 
松 本 和 徳 , 金 川 温 子 , 
二階堂量子, 橋本総子, 
沖田空, 親里嘉展, ⻄
山敦史, 森沢猛 

病初期に血清フェリチンの上昇を認めなかっ
た全身型若年性特発性関節炎の 1 例 

第 30 回日本小児リウマチ学会学
術集会 

清水正樹,真保麻実, 山
崎晋,金森透,宇田川智
宏,森雅亮 

ループス腸炎を主症状とし、無症候性膀胱
炎、サイレントループス腎炎を呈した全身性
エリテマトーデスの一例 

第 56 回日本小児腎臓病学会学術
大会  

田口真哉,島原範芳,佐
浦隆一,矢嶋宣幸,松井
利浩 

メディカルスタッフによる関節リウマチ患者
支援の実態に関するアンケート調査 -作業療
法士による関節リウマチ患者支援の現状と課
題- 

第 55 回日本作業療法学会 

井上祐三朗,梅林宏明,
松井利浩,⻄山進,宮前
多佳子  

本邦における小児期発症慢性疾患患者の社会
的自立指標の確立 

第 70 回日本アレルギー学会学術
大会 

清水正樹 小児重症病態における分子標的薬治療の導入
とアフェレシス治療 小児リウマチ性疾患 

第 42 回日本アフェレシス学会学
術大会  

水田麻雄,井上なつみ,
清水正樹,横山忠史,作
村直人,⿊田梨絵,伊川
泰広,杉本直俊,⾕内江
昭宏,和田泰三 

全身性自己免疫疾患の新たな病態 IL-18 及
び IL-1β持続注入モデルマウスを用いたマ
クロファージ活性化症候群の病態解析 

第 49 回日本臨床免疫学会学術集
会 

岡笑美,樋口貴士,古川
宏,島田浩太,岡本享,橋
本篤,小宮明子,税所幸
一郎,吉川教恵,片山雅
夫,松井利浩,福井尚志,
右田清志,當間重人 

関節リウマチに伴う間質性肺病変に関連する
抗シトルリン化ペプチド抗体とリウマトイド
因子 

第 75 回国立病院総合医学会 

松井利浩,児玉華子,野
木真一,津野宏隆,荻原
秀樹 

関節リウマチ患者における Covid-19 流行の
影響と情報入手手段に関する調査 

第 75 回国立病院総合医学会 

岡笑美,樋口貴士,古川
宏,島田浩太,橋本 篤,
松井利浩,當間重人, 

関節リウマチ患者のリウマトイド因子と
IgM 抗 SARS-CoV-2 抗体 

第 75 回国立病院総合医学会 

野木真一,矢野裕介,児
玉華子,津野宏隆,荻原
秀樹,川上正裕,小宮明
子,大森智子,松井利浩 

早期トシリズマブ併用にて大血管狭窄，壁肥
厚が可逆的に改善を認めた高安動脈炎の一例 

第 75 回国立病院総合医学会 
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松井利浩,當間重人 主治医の診療科の違いによる関節リウマチ薬
物治療の比較 

第 42 回日本臨床薬理学会学術総
会 

梅林宏明 若年性特発性関節炎における成人移行支援 第 36 回日本臨床リウマチ学会 
松井利浩,金子敦史,當
間重人 

NinJa でみる関節リウマチ治療におけるバイ
オシミラーの普及率の変遷と使用実態 

第 36 回日本臨床リウマチ学会 

松井利浩,當間重人 高齢発症関節リウマチ患者の治療とアウトカ
ムの変遷 (NinJa2010-2019) 

第 36 回日本臨床リウマチ学会 

橋本求 ACPA 陽性 RA の病態的特徴とアバタセプト
の作用 

第 36 回日本臨床リウマチ学会 

橋本求 基礎と臨床から考える RA 治療における IL-
6 阻害の意義 

第 36 回日本臨床リウマチ学会 

 




